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2025（令和 7）年度  事業報告書 

 

法人の名称 特定非営利活動法人藤沢市民活動推進機構 

 

１ 事業の内容 

 

（１） 市民活動団体等の組織運営および活動支援に関する事業 

ア 市民活動団体等への団体交流の場の提供  ※支援施設事業の一環で実施 

参加者同士のネットワークの促進を図った交流機会の提供として、推進センターで実施した「藤沢の市民活

動大交流会」やプラザでの交流機会事業「プラザ de カフェ」、湘南台駅におけるパネル展示企画と連動した

「パネル展示団体トークイベント」、SDGs をテーマに実施した「パートナーシップミーティング in 藤沢」等、合計

14 回開催した。 

① 日時 年間 

② 場所 市民活動推進センター、市民活動プラザむつあい、 

      湘南台駅地下ギャラリーコーナー、藤沢市役所  他 

③ 従事者人員 7 名 

④ 受益対象者 市民活動団体関係者・興味のある市民 

イ 市民活動団体等の活動における共通課題に関する研修会の開催  ※支援施設事業の一環で実施 

市民活動団体の活動における共通の課題について、「NPO 入門はじめてのボランティア」、「NPO 組織運営

講座」、「NPO のための AI 活用講座」、「NPO の会計実務相談個別相談会」、村岡市民センターでの「NPO 入

門はじめてのボランティア」、プラザでの学習機会事業「プラザ de 学ぶ」等、活動支援関連講座を 6 回（オンラ

イン・オフライン）で開催した。また、「らくらく Word 講座」、「らくらくホームページ作成講座」等市民活動団体の

DX を推進する講座を 8 回実施した。 

① 日時 年間 

② 場所 市民活動推進センター、市民活動プラザむつあい、 

六会市民センター公民館、オンライン 

③ 従事者人員 17 名 

④ 受益対象者 市民活動団体関係者・興味のある市民 
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ウ 地域版組織診断システムの運用 

一般社団法人ソーシャルコーディネートかながわが行う「NPO 伴走応援プログラム」に参加し中間支援組織

として活躍の場を広げた。 

① 日時 年間 

② 場所 神奈川県内 

③ 従事者人員 4 名 

④ 受益対象者 市民活動団体、団体が関わる個人 

エ 市民活動団体等への財政支援による組織基盤強化事業 

市民活動の財政的支援を目的に、クラウドファンディングサイト「CAMPFIRE」での運営サポートを行い、

265,000 円の資金調達を支援した。 

参考：支援プロジェクト内訳 

起案者 支援金額 達成率 支援者 開始 期限 

湘南音鳴俱楽部 265,000 円 26% 23 人 2026/3/12 2026/3/24 

① 日時 年間 

② 場所 支援団体の活動場所および事務所 

③ 従事者人員 2 名 

④ 受益対象者 市民活動団体関係者、またその支援者、関心のある市民 

 

オ 災害復興活動団体への支援事業 

被災地で活動する団体及び地域の市民活動団体等にパソコンを寄贈できるよう、市民等よりご寄贈頂いた

パソコンの整備・再生を行った。当該期間中に被災によるパソコン寄贈の要請は無く、寄贈はしなかった。また、

市民活動推進センター、市民活動プラザむつあいに募金箱を設置した。集まった募金は、令和 7 年 11 月 18

日大分市佐賀関の大規模火災の支援として、おおいた災害支援つなぐネットワーク（O-Link）に寄付した。 

① 日時 年間 

② 場所 市民活動推進センター、市民活動プラザむつあい 

③ 従事者人員 3 名 

④ 受益対象者 被災地で活動している市民活動団体等 

カ SAVE JAPAN プロジェクト(希少生物保護活動団体支援プロジェクト) 

「損害保険ジャパン(株)（東京都）」と「(認定 NPO 法人)日本 NPO センター（東京都）」、全国各地の環境団

体、中間支援団体の 4 者協働で、希少生物が生きやすい環境を作る活動を全国で展開している「Save Japan 

プロジェクト」の神奈川県の中間支援団体として環境保全活動の支援を行った。本事業は 10 月開始・9 月終了

となっている。2025 年 4 月から 9 月までは、酒匂川左岸で野生のめだかの保全活動をしている「めだかサポー

ターの会」(拠点：小田原市)の支援を行った。2025 年 6 月 22 日（日）に「メダカ生息地を体感 観察ウオーキン
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グ大作戦！！～OECM 申請地を歩く～」を実施し、37 人が参加した。また、自然共生サイト認定の申請をサポ

ートし、2025 年 12 月 16 日に環境省から「自然共生サイト」の認定を受けた。 

2025 年 10 月からは、「柳とあそぼう引地川」(拠点：大和市)を支援している。2026 年 3 月に WEB ページの

作成・引き渡しと維持管理の指導を実施した。 

【参考】環境省「地域生物多様性増進法に基づく「自然共生サイト」の認定 （令和７年度第２回）について」 

https://www.env.go.jp/press/press_01965.html 

【参考】柳とあそぼう引地川のホームページへようこそ！https://yanagitoasobo-hikijiriver.jimdofree.com/ 

① 日時 年間 

② 場所 支援団体の活動場所 他 

③ 従事者人員 2 名 

④ 受益対象者 公益的な市民活動を行っている団体と参加市民 

キ 大和市社会福祉協議会 公式 LINE設定・運営サポート事業 

大和市社会福祉協議会に市民から寄贈された品々を有効活用するため、インターネット(LINE)を使った寄

贈品の情報共有システムの構築・運用の支援を行った。 

① 日時 年間 

② 場所 大和市内 

③ 従事者人員 3 名 

④ 受益対象者 大和市社会福祉協議会に関わる方々 

ク 各種市民活動助成金審査会への参加協力 

 

市民活動団体へ財政的支援を実施している組織へ、審査会等への参加、アドバイス等の協力を行った。 

 

① 日時 年間 

② 場所 助成組織の事務所他 

③ 従事者人員 4 名 

④ 受益対象者 各種助成組織（※） 

 

※参考：参加助成プログラム及び審査会等 

（公財）かながわ生き活き市民基金    中央ろうきん社会貢献基金 

藤沢市愛の輪福祉基金補助金 

藤沢市   平塚市   綾瀬市   横浜市   相模原市   二宮町   鎌倉市 
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（２） 市民活動および市民活動支援に関する調査研究・情報発信事業 

 

ア 関連情報の収集と発信事業  ※支援施設事業の一環で実施 

本年度は、市民活動促進に関する情報を 2,806 件(前年比 96.1%)収集し、ホームページやメールマガジン

等、様々な媒体を活用し、5,264 件(前年比 93.98%)発信を行った。 

① 日時 年間随時 

② 場所 情報の届く範囲 

③ 従事者人員 17 名 

④ 受益対象者 市民活動に興味のある者 

イ 市民活動・社会貢献活動に関する調査  ※支援施設事業の一環で実施 

2 年毎に実施している「市民活動団体の市民活動状況調査」を、支援施設登録団体及び藤沢市内 NPO 法

人、合計 456 団体を対象に実施した。 

①高齢化が顕著になっていること、②収益規模の偏りが大きくなっており、一部の団体では収益が増加して

いるものの、収益の増加ができない団体が多くあること、③活動場所について、団体の事務所や活動拠点の確

保ができるようになり自立化が進んでいる一方、各市民センターの会議室や市民の家等を利用する団体では、

予約システム変更によって予約しにくい・利用しにくい状況となっていること、④市民活動推進計画の認知度が

低いこと、が明らかとなった。 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市内 

③ 従事者人員 3 名 

④ 受益対象者 市民活動に興味のある者 

ウ 市民活動関連研修会への参加・出席・協力および視察受け入れ 

外部で実施している市民活動支援力の向上に必要と思われる研修会等に年間 9 回(※1)参加した。また、内

部研修会を 3 回(7/22、11/04、2/24)実施した。 

視察受け入れは、NPO サポートちがさき、狛江市の 2 団体(※2)を受け入れた。 

① 日時 年間随時 

② 場所 藤沢市他 

③ 従事者人員 28 名 

④ 受益対象者 スタッフ、市民、中間支援組織、行政、企業他 

※1 参加研修会等 

9 月 9 日(火) 令和 7 年度ボランタリー活動支援施設「CEO ミーティング」 

10 月 30 日(水) ボランタリー活動支援施設新任スタッフ研修交流会 

10 月 31 日(木) 全国健康保険協会神奈川県支部 第 1 回健康保険委員研修会 
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11 月１3 日(木) SAVE JAPAN プロジェクト キックオフミーティング 

12 月１8 日(木)  藤沢市で学ぶ 災害時福祉専門ボランティア講習会 

12 月 20 日（土） 多文化共生セミナー「今あらためて考える共生のまちづくり ～いちょう団地から 

の学び～」 

1 月 23 日(金) 令和 7 年度ボランタリー活動支援施設「相談対応力向上研修」 

２月２日(月) 全国健康保険協会神奈川県支部 第 2 回健康保険委員研修会 

2 月 7 日（土） 実践から学ぶインクルーシブボランティア ー研究と対話の集い２０２６－ 

※2 視察受け入れ団体等 

10 月 1 日 （認 N）NPO サポートちがさき（1 名） 

10 月 22 日(月) 狛江市 企画財政部 政策室 市民協働推進担当（4 名） 

 

エ 湘南 SDGs ネットワーク事業 

（一社）SDGs 市民社会ネットワークの地域ユニット幹事団体として、定例会議への出席、外務省での意見交

換会への代表としての参加や、「SDGs 取り組みに関する NPO・市民活動団体の全国調査」の調査委員として

活動した。調査委員として「SDGs 虎の巻」の執筆、「全国 8 カ所ダイアログリレー」開催、「地域イノベーション

×SDGs 全国オンラインセッション」の運営に関わった。また、神奈川県立藤沢支援学校生徒の作品をメタバ

ースワールドへ展示し VR ゴーグル体験授業を開催した。 

① 日時 年間 

② 場所 支援団体の活動場所等 

③ 従事者人員 2 名 

④ 受益対象者 一般市民、市民活動団体、地域活動に興味関心のある企業関係者等 

 

 

（３） 市民活動を支援する施設の管理運営事業 

ア 市民活動支援施設管理運営事業  ※支援施設事業の一環で実施 

藤沢市の市民活動支援施設（A）藤沢市市民活動推進センター及び（B）藤沢市市民活動プラザむつあいの

指定管理者として管理運営を行った。 

 

 

(A) 藤沢市市民活動推進センターの管理運営 

主な業務内容：施設管理業務・団体登録業務・会議室貸出・フロア管理・作業機材管理・ロッカー貸出・ 

レターケース管理・活動団体データベースの作成・活動相談業務・サポートクラブの管理運営・掲示版・ 

配架ラックの整理・行政との調整及び報告 
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(利用内容) 

グラフ 月別の市民活動推進センターの利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢市市民活動推進センター利用者数及び件数 (カッコ内は前年度比) 

年間延利用者数 ： 22,883 人(344 人減) 1 日利用平均人数 ： 74.54 人(0.87 人減) 

年間利用件数  ： 7,839 件(118 件減) 1 日利用平均件数 ： 25.53 件(0.30 件減) 

（B）市民活動プラザむつあいの管理運営 

業務内容は（A）同様の活動を行った。 

グラフ 月別の市民活動プラザむつあいの利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢市市民活動プラザむつあい利用者数及び件数 (カッコ内は前年度比) 

年間延利用者数 ： 3,293 人(260 人減) 1 日利用平均人数 ： 10.80 人(0.89 人減) 

年間利用件数  ： 1,4８８件(２７件増) 1 日利用平均件数 ： 4.8８件(0.07 件増) 

① 日時 (A)年間   (B)年間 

② 場所 (A)市民活動推進センター (B)市民活動プラザむつあい 

③ 従事者人員 (A)19 名   (B)7 名 

④ 受益対象者 公益的な市民活動を行っている、又は興味のある団体および個人 

(利用内容) 
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ア シェアオフィス事業 

当団体の事務所について、株式会社 1 団体、一般社団法人 1 団体、NPO 法人 2 団体とシェアして利用し

た。 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市内 

③ 従事者人員 2 名 

④ 受益対象者 団体（営利・非営利問わず）および市民 

 

（４） 市民活動の普及啓発および推進事業 

ア イベント等プロデュース事業 

各種イベント等の企画へ参画し、市民参加の推進を図った。ボランティアやインターン等、のべ 30 名に地域

参加・参画の機会を提供した。 

 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市内および近隣 

③ 従事者人員 2 名 

④ 受益対象者 まちづくりに興味関心ある一般市民 

参考：参画事業内訳 

イベント名 期間 ボランティア人数 

田園長後の朝市 

2025 年 6 月 14 日 (土) 1 名 

2025 年 12 月 13 日 (土) 1 名 

2026 年 2 月 14 日 (土) 1 名 

親子アウトドア体験フェス 2025 年 5 月 11 日 (日) 3 名 

神社 de マルシェ 

2025 年 7 月 27 日 (日) 1 名 

2025 年 9 月 28 日 (日) 3 名 

2025 年 12 月 5 日 (金) 2 名 

2026 年 1 月 25 日 (土) 2 名 

2026 年 3 月 22 日 (日) 3 名 

第 50 回藤沢市民まつり 秋葉台 2025 年 9 月 27 日 (土) 2 名 

辻堂ハロウィン 2025 年 10 月 19 日 (日) 7 名 

MINTOMO交流会 2025 年 12 月 6 日 (土) 2 名 

日本語スピーチ大会 in 湘南台 2026 年 3 月 7 日 (土) 2 名 
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イ サポートクラブの運営  ※支援施設事業の一環で実施 

一般市民の希望者に支援施設サポーターとして支援施設の運営支援等の活動に携わっていただいている。

当団体では、サポーターの集まりである「サポートクラブ」の運営管理や事務局運営を担った。 

サポーターの皆さまには、IT 相談、F-wave の記事執筆、封入・発送準備、館内清掃・消毒、市民まつりブー

スの企画・運営、市役所及び湘南台駅地下・湘南台市民センターでの団体紹介パネル展示の設営・撤去、各

種講座の実施・運営、利用票やアンケートのデータ入力など、多岐にわたる内容のご協力を頂いた。 

また、サポーターが市民活動推進施設登録団体の活動現場に出向いて登録団体のサポートを行う「サポー

ター出張活動」を 2 回実施、サポーター向け情報誌「サポートクラブレター」を 5 回発行した。 

※サポーター207 名(加入：9 名、脱退：9 名)、アドバイザー27 名  2026 年 3 月 31 日現在 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市内 

③ 従事者人員 3 名 

④ 受益対象者 市民活動を行っている、又は行おうとする市民 

ウ ボランティアやインターンの積極的な受入および受入協力団体の育成事業 

一般市民の市民活動参加意識の促進を目的として、A．「地域でつながるワカモノ×NPO インターンシップ

プログラム 2025」を行った。また、前年に引き続き、B．藤沢市市民活動推進センター等でのインターン受入事

業を実施した。 

 

(A) 「地域でつながるワカモノ×NPO インターンシッププログラム 2025」の事務局運営 

高校生・大学生・専門学生・大学院生からインターン生（※1）を募集し、約 7 か月間継続的に責任を持って

NPO の活動に参加するインターン生に対して、活動奨励金を助成した。 

インターン生は 14 名の応募のうち１名が辞退したため、１３名が活動を開始した。２名が所定の期間・時間数

を満了せずに終了し、１１名が本プログラムを修了した。 

この経験を通じて、将来地域で行う公益的市民活動を担う人材が育成されること、そして地域の NPO（※2）

における組織基盤の強化が進むことを期待して実施した。なお、本年度は公益財団法人大阪コミュニティ財団

による助成と藤沢市民活動推進センターの協力のもと事業を実施した。 

※１ 高校生：60 時間以上（上限 80 時間）、ワカモノ：80 時間以上（上限 100 時間） 

※２ 本プログラムにおける受入協力団体は以下の通り（計 10 団体） 

障がいのアナ・（N）湘南市民メディアネットワーク・（N）藤沢サンクチュアリ・藤沢市せっけん推進協議会・おと

とき♪・（N）ふじさわ救命普及推進会・生き×居きコミュニティ・（認 N）まちづくりスポット茅ヶ崎 （N）優タウン ・

（N）Nico's Company 
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(B) 藤沢市市民活動推進センター等でのインターン受入事業 

市民活動推進センターにて、インターンの受け入れを行った。 

※受入れ就労移行支援事業所等 

LITALICO ワークス     ：19 名 のべ 53 日 

ミラトレ藤沢(パーソルチャレンジ株式会社就労移行支援事業所) ：７名 のべ 44 日 

① 日時 年間 

② 場所 市民活動推進センター、市民活動プラザむつあい、各団体の活動場所等 

③ 従事者人員 9 名 

④ 受益対象者 市民活動団体関係者・興味のある市民 

エ 社会貢献活動の推進および支援事業  ※支援施設事業の一環で実施 

社会利益に資する活動を行う方々への研修・支援を目的として、「人材センター運営事業※」を実施した。地

域活動への理解と協力をより一層深めるための啓発活動に加え、学習支援や資格・スキル保持者へのサポー

トに注力し、延べ 99 件のサポートを実施した。 

※地域の中の課題を共に考え、困りごとを地域の人たちの協力により解決策を探り進める ことで、地域市民

の交流を図り市民意識の活性を目指す活動。 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市内 

③ 従事者人員 3 名 

④ 受益対象者 社会貢献活動を行うもの，又は行おうとするもの 

 

オ 農福連携マッチング等支援事業 

障がい者の就労機会の確保・工賃向上、農業の担い手の確保という課題解決のために、農業と福祉との連

携推進を、JA さがみ管轄の 8 市町村、JA あつぎ・JA 県中央愛川の 3 市町村の 1１市町村で実施した。 

成果として、農業と福祉とのマッチング成立が 17 件(累計 44 件、農福コーディネーターによるものも含む)、

農福連携コーディネーターの養成が 3 名(累計 34 名)、大和市ではスタートアップミーティングを 2 回と農福連

携コーディネーター養成講座を行った。 

① 日時 年間 

② 場所 県内 11 市町村の役場、社協、JA、農地、福祉事業所 

③ 従事者人員 2 名 

④ 受益対象者 農福連携に興味関心のある農家及び福祉作業所（利用者）、一般市民等 

 

カ かながわ水産業福祉連携推進事業 

水産業の担い手の確保、及び障がい者・高齢者・生活困窮者の就労・雇用機会の創出という課題を解決す

るため、水産業・福祉双方のニーズに付加価値をつけて担い手の定着化を促進し、漁村地域のコミュニティの
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活性化を図る事を目的とした、研修、水産業と福祉事業所とのマッチング事業を行った。 

研修は、水産業者向けを 1 回、コーディネーター育成は 2 回、開催した。福祉事業所スタッフ向け水産業技

術支援は 5 回、現場体験は 5 回、マッチングの場づくりは 3 回、開催した。 

水産業福祉当事者団体、民間等が一堂に会する水産業福祉連携推進研究会は 2 回、オンラインで開催し

た。マッチング成立実績は 25 件（新規 5 件、継続 20 件）だった。 

 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市内および藤沢市以東の神奈川県地域 

③ 従事者人員 4 名 

④ 受益対象者 水産業者、福祉事業者、一般市民等 

キ 関連委員会、審議会への参加 

市民活動の理解を促進することを目的に、各種市民活動関連委員会・審議会に参加・協力した。 

① 日時 年間 

② 場所 会議等開催場所 

③ 従事者人員 6 名 

④ 受益対象者 各種委員会・審議会等（※ 

※参考：参加委員会・審査会等 

全国  民間 NPO 支援センター・将来を展望する会 

ICT 支援者ネットワークミーティング 

一般社団法人 SDGs 市民社会ネットワーク 事業ユニット幹事会議 

同 事業業ユニット幹事 チーム５「国連未来サミットおよび国際連携」 

同 地域ユニット会議 

同 地域ユニット＜SDGs 達成に向けた NPO のための調査研究と 

研修開発事業＞プロジェクト推進委員会 

神奈川県 神奈川県支援施設 CEO ミーティング 

神奈川県内認定・指定ゆるやかなネットワーク 

かながわ人生 100 歳時代ネットワーク会議 

神奈川県ともいきアドバイザー会議 

かながわ福祉移動サービスネットワーク 

藤沢市 藤沢市市民活動推進委員会 

藤沢市シティプロモーション委員会 

藤沢市ワークライフバランス会議 

(公財)藤沢市まちづくり協会評議員会議 

湘南東部地区福祉有償運送市町共同運営協議会 

藤沢市社会教育委員会 

藤沢市六会地区青少年育成協議会 

六会地区郷土づくり推進会議 

辻堂市民センター生涯学習事業評議員会 
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藤沢市民まつり実行委員会 

藤沢市部活動地域移行推進協議会 

藤沢災害救援ボランティアネットワーク 

他市町村等 横須賀市市民協働審議会 

綾瀬市市民活動推進委員会 

逗子市市民協働等推進懇話会 

二宮町町民活動推進委員会 

新宿区協働サポーター会議 

 

（５） 市民参加によるまちづくり推進事業 

ア 多様なセクターの協働によるまちづくり推進事業 

個人・非営利組織等をはじめ組織を問わず、社会の利益に資する活動をするものの仲介（コーディネーショ

ン）を実施することで協働を推進し、まちづくりの推進に寄与した。「協働コーディネーター」を 2 名設置し、市民

活動団体と様々な主体が相互に協調・連携して地域課題の解決への取り組みができるよう、コーディネーショ

ンを行った。協力先の開拓、団体のマッチングと調整、団体への現地視察等によるアドバイス等を行い、延べ

41 件となった。 

ミライカナエル活動サポート事業の協働コースに係る事前相談・選考・審査の支援を行った。 

企業との相談・アドバイスを行った。片瀬地区の店舗の休館日を地域活用し子どもたちの居場所づくりにつ

なげる事ができた。 

定期的に藤沢市社会福祉協議会とのミーティング等を実施した。情報共有のほか、イベントの対応協力等を

行った。 

市内の市民センター等のニーズに応えて、講座の実施や講師となる団体の派遣、依頼元施設のサポートな

どを 18 回行った。 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市役所、市民活動推進センター、市民活動プラザむつあい他 

③ 従事者人員 8 名 

④ 受益対象者 社会貢献活動を行うもの，又は行おうとするもの 

 

イ イベント参加支援事業 

他セクターとの協働を促進し、市民活動の普及を図ることを目的に、長後ボランティアまつり等、藤沢市内で

のイベントを中心に参加支援を行った。 

① 日時 年間 

② 場所 藤沢市内および近隣 

③ 従事者人員 5 名 

④ 受益対象者 市民活動団体およびその関係 
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ウ 地域資源活用事業 

市民活動団体からの寄贈品を他の市民活動団体に提供するための機会を作った。 

 

① 日時 年間 

② 場所 団体事務所等 

③ 従事者人員 2 名 

④ 受益対象者 一般市民、公益的な市民活動を行っている団体、地域活動に興味関心のある 

  企業関係者等 

 

２ その他 

 

ウ 会議等の開催 

理事会 2025 年 5 月 31 日(日) オンライン及び市民活動推進センター 

 

通常総会 2025 年 6 月 14 日(土)   オンライン及び市民活動推進センター 

 

 


